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近年史上最悪の干ばつに見舞われているオーストラリア・クイーンズランド州の降水量データを
一般化線形モデルに基づき解析する．オーストラリア東部の降水量は  （ 	 
	
	）によって説明できるとされている  	 	 
 ． とはタヒチとダー
ウィンの 地点間の気圧の差を指標化したものである．本発表ではクイーンズランド州東南部の
月別降水量と  の間の関係を調べる．
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分布
当該データにはゼロを多く含むという特徴がある．このようなデータを取り扱うのに便利なの
が 分布と呼ばれる分布である．これはべき乗の分散関数      をもつ指数型分布
族（ は拡散パラメータ）である．べき指数  が より大きく 未満のとき，複合ポアソン分布
（ガンマ分布のポアソン・ミクスチャ）となり，ゼロをとる確率が正になることが知られている．
分布の密度関数は複雑な関数を含んでいるが，十分な精度の数値的評価が可能なプログ
ラムがある 		 	   ．以下，密度関数を   
 
と書く．
 
一般化線形モデル
第 観測地点の第 	番目の降水量 

について，次のような対数リンク回帰モデルを仮定する
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切片パラメータ 

は観測地点に依存する因子を表し， による影響（傾きパラメータ ）は一
定としている．
 共役解析
一般化線形モデル を #
の枠組みで扱う．このモデルは切片パラメータ 

につ
いて共役事前分布が存在するという理論的に優れた性質を持つ．尤度関数が 

に関して並進対称
性を持ち，	 $に属するある分布が共役事前分布となる．この分布は 	 $
に共役解析可能性を要請すると得られるものである 	
 	 %	! ．
 データ解析
経験 #
推定を行う．具体的には周辺尤度を最大化するようなパラメータを求める．詳細に
ついては当日発表する予定である．
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